
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「進路」には次のような３つの意味があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「卒業後どうするか」を考えるだけでなく、将来の職業や自分の生き方まで考えながら進路を考

えることがベストだと思います。もし、そこまで考えるのが無理だとしても、せめて将来への見通し

をもって卒業後の進路を選択する必要があります。だとすれば、自分の「進路」について考える必要

があるのは、３年生だけではないのです！２年生も１年生も「進路選択」をしていくためには必要な

ことがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんには、進路に関わる学習を通して、さらには自分の特性や適性を考えながら、「進路選

択」、「就職」への道を歩んでほしいと思います。もちろん、今すぐに将来の仕事を見つけなければな

らないというわけではありません。しかし、将来を見すえた「進路選択」であってほしいと思ってい

ます。 

 

 

 

 

 教育内容や入試方法を比較検討し自分に合った学校を選ぶことが大切です。 

 各ポイントを比較してみてください。（詳しくは「進路のしおり」を見てください） 

 大 学 短期大学 専門学校 

教育内容 

学術的な研究を行う。 

教養教育などにより幅広

い知識を養う。 

幅広い教養を身につけ、職

業や実生活に役立つ能力

を育てる。 

職業と密接に関連した教

育を行い、即戦力を育て

る。 

修業年限 ４年間 ２年間 １～４年間 

入試方法 

一般選抜 

学校推薦型選抜（指定校、公募） 

総合型選抜 

AO入試 

推薦入試（指定校） 

一般入試 

特 徴 

◎学びたいことを深く追

求できる。 

●仕事に直結する技能は

修得しにくい場合がある。 

◎短期間で社会で必要な

教養を身につけられる。 

●短期間で集中的に学ぶ

ため忙しい。 

◎仕事に直結した知識と

技能を習得できる。 

●入学後に学科・コースを

変更できない。 

（「進路のしおり」より一部抜粋） 

 

 

 

 

進学を希望している学校の入試の種類と方法については、事前によく調べ、求められることがど

のようなことかを知り、対策を立てることが必要です。また、共通して要求されるのは、「基礎学力」

がしっかり身についているかどうかです。毎日の予習・復習はもちろん、家庭での学習も計画を立

てて、実行していきましょう。 

 

種  類 内  容 

一 般 選 抜 
◇国公立大学：「大学共通テスト」と各大学が個別に実施する「２次試験」を受験 

◇私 立 大 学：各大学が個別に実施する試験または共通テスト利用（併願可） 

学校推薦型

選 抜 

◇学校長の推薦が必要。「公募推薦」と「指定校推薦」に分けられる 

➀小論文・プレゼン・口頭試問・実技・各教科のテスト 

②大学共通テスト                    ※①また②のいずれかを活用 

総合型選抜 

（AO入試） 

◇活動報告書・入学希望理由書などの資料を活用。 

◇学校外の活動（ボランティア、ワークショップなどへの参加）もアピール可能 

➀小論文・プレゼン・口頭試問・実技・各教科のテスト 

②大学共通テスト                    ※①また②のいずれかを活用 

（「進路のしおり」より一部抜粋） 

 

 

LIFE goes on  
 

進路指導部通信 全校生徒版 

２０２３年  ４月 ２８日 

         第 ２ 号 

北海道音更高等学校進路指導部 

進路指導部長より 

「時は金なり」という言葉は知っていますよね？ 

アメリカの政治家ベンジャミン・フランクリンの言葉「Tｉｍｅ ｉｓ ｍｏｎｅｙ」の日本語訳で、「時

間はお金と同様に貴重なものだから、決して無駄にしてはいけない」という戒めです。 

来週からは５月です。「もう５月」なのか「まだ５月」なのか。この１か月をどのように過ごして

きたのかを振り返り、そしてこれからの１ヶ月をどう過ごしていくのか目標を立ててみましょう。 

１ 進学先や就職先の選択 

→卒業後はどんな道を進むのか、進んでいく道のりを意味する。 

２ 職業の選択 

→将来、何になるか、進んでいく方向やめざす職業を意味する。 

３ 生き方や価値観の選択 

→将来に向かってどのような生き方をしていくのか、自分にとって何が大切なのかを考え、 

生き方を選んでいくことを意味する。 

１ 将来への目標を持つこと 

→将来の夢、つきたい職業、生き方等をしっかりと考えることです。 

２ 自分をよく知ること 

→自分の特徴や能力、長所や短所、得意や不得意などを自分で考える。また、親、家族、 

先生、友人などからの意見から知ることです。 

３ 上級学校や職業についてよく知ること 

→進路学習や職場体験学習、新聞等などを通して、情報をしっかりと集めることです。 

進学相談会やオープンキャンパスなども情報を得る一つの機会です。 


